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T O P I X 

 

前
号
で
も
お
伝
え
し
て
い
ま
し
た
「豊
寿
園
子
供
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
隊
」の
第
1
回
目
の
活
動
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

行
い
ま
し
た
。 

 

活
動
に
先
立
ち
、
子
供
た
ち
に
登
録
証
お
渡
し
し
ま

し
た
。
子
供
た
ち
は
「持
っ
て
帰
っ
て
い
い
？
」「免
許
証

を
も
ら
っ
た
！
」と
そ
れ
ぞ
れ
大
喜
び
で
し
た
。 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
ま
ず
、
自
己
紹
介
と
松
ヶ
江
北

小
学
校
の
校
歌
披
露
の
あ
と
利
用
者
様
と
一
緒
に
風
船

バ
レ
ー
や
輪
投
げ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。 

 

自
分
達
が
楽
し
む
の
は
も
と
よ
り
、
利
用
者
様
に
積

極
的
に
声
を
掛
け
た
り
、
打
ち
や
す
い
よ
う
に
や
さ
し

く
風
船
を
回
し
た
り
と
、
い
き
な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

利
用
者
様
も
大
喜
び
で
い
つ
も
は
あ
ま
り
表
情
が
変

わ
ら
な
い
方
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
風
船
を
追
い
か
け
て
い

ま
し
た
。 

 

後
日
、
活
動
終
了
後
の
子
供
た
ち
の
様
子
を
児
童
ク

ラ
ブ
の
担
当
者
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
「み
ん
な
目
を

輝
か
せ
て
『楽
し
か
っ
た
よ
』と
話
し
て
く
れ
ま
し
た

よ
。
」と
の
事
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
様
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
隊
員
共
々
喜
ん
で
も
ら
い
、
第
1
回
目
の
活
動

は
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

  

今
後
も
、
子
供
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

高
齢
者
の
方
々
と
身
近
に
接
す
る
事
が
で
き
る
よ
う
な

活
動
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

子
供
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊 

活
動
開
始 

ト ピ ッ ク ス 
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6月7日に、豊寿園家族会総会が行われました。 
総会では、平成25年度の決算報告や、今年度の活動
内容と予算等について審議されました。 

今年度も、前年度同様の活動を行うこと、また、恒例
の勉強会については、ＡＥＤを用いた救急法や車いす
の操作方法を学ぶ内容で計画することが決定しまし
た。 

また、任期満了に伴う役員改選について審議され、立
候補者が不在のため、現役員が再任し、上野三雄様
が副会長に昇任、新たに松山初枝様が会計監事に
就任されました。 

家族会総会が行われました！ 

T O P I X 

4月25日に、豊寿園の介
護職員による研究発表会
を行いました。 
今回は、７チームのエント
リーがあり、園長・課長に
よる審査の結果、１階介
護の早川さん達のチーム
が優勝しました。 

6月1日から11月30日までの豊寿園の待機者が決定し、 
今回のお申し込みは121名でした。待機状況の進捗は、豊
寿園のホームページで確認いただけます。 

3月に行いました豊寿園各事業の利用者様を対

象とした満足度調査にご協力いただきましてあり
がとうございました。   

 どの事業も、各設問に対して「満足」という評価
をいただき、職員一同身の引き締まる思いで一
杯です。貴重なご意見もいただきましたので、そ
れらについては早速改善に取り組んでまいりま
す。 

 アンケートの集計結果については、ホームペー
ジ上でもご覧いただけます。 

利用者満足度調査へのご協力 
ありがとうございました！ 

T O P I X 

研 究 発 表 会 を 
行 い ま し た ！ 

入所待機者が決定しました！ 
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あなたと向き
合った日々 

                 

今
回
、
奥
水
介
護
課
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て

く
だ
さ
っ
た
の
は
、
、
家
族
会
副
会
長
の
上
野
三
雄
様

で
す
。
ご
両
親
と
、
伯
母
様
が
豊
寿
園
に
入
所
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
上
野
様
に
在
宅
で
の
介
護
に
つ
い
て

お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

 

母
は
私
が
定
年
に
な
れ
ば
戻
っ
て
く
る
と
頑

張
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

  

平
成
15
年
に
父
に
認
知
症
の
症
状
が
出
て
、
母
が
介

護
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
母
も
当
時
大
分
の
日
田
に

い
た
私
に
、
「心
臓
が
苦
し
い
、
病
院
に
行
く
の
で
帰
っ

て
き
て
」と
電
話
を
か
け
て
き
て
、
有
給
を
取
っ
て
急
い

で
戻
る
と
炊
事
を
し
な
が
ら
「あ
ん
た
が
戻
っ
て
来
る

の
を
待
っ
と
っ
た
」と
言
わ
れ
、
こ
の
時
、
も
し
か
し
て
母

も
認
知
症
な
の
か
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

父
は
見
え
な
い
も
の
が
見
え
た
り
、
壁
の
絵
を
み
て

は
、
「あ
れ
が
襲
っ
て
く
る
」絵
だ
と
伝
え
て
も
納
得
し

な
い
。
夜
中
に
起
き
て
ト
イ
レ
で
な
い
場
所
で
排
泄
す

る
の
で
、
父
が
起
き
る
と
急
い
で
ト
イ
レ
に
連
れ
て
行

か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
夜
も
ゆ
っ
く
り
休
め
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
母
は
、
私
が
定
年
に
な
れ
ば

戻
っ
て
来
る
と
頑
張
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
私

が
戻
っ
て
か
ら
、
母
の
状
態
は
急
に
悪
く
な
り
始
め
、

３
年
後
に
は
介
護
疲
れ
か
ら
老
人
性
う
つ
病
を
発
症

し
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
両
親
は
一
日
寝
た
き
り
の
よ
う

な
生
活
で
し
た
。
ま
ず
母
を
入
院
さ
せ
る
た
め
、
父
も

一
緒
に
入
院
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
夫
婦
で
病
院
を

転
々
と
し
て
い
ま
し
た
。 

 

早
期
退
職
を
す
る
か
悩
み
ま
し
た 

  

定
年
ま
で
あ
と
少
し
、
早
期
退
職
を
す
る
か
悩
ん
だ

の
も
こ
の
頃
で
し
た
。
親
戚
に
父
の
介
護
を
お
願
い
し

た
り
と
家
族
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
19
年
に
父
が
豊
寿
園
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
週
末
に
日
田

か
ら
戻
り
父
を
豊
寿
園
に
迎
え
に
行
く
生
活
を
始
め

ま
し
た
。
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
か
ら
介
護
の
仕
方
な
ど
教
え

て
も
ら
っ
て
何
と
か
乗
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
お
か
げ
で
定
年
ま
で
勤
め
る
こ
と
が
で
き
、
日

田
か
ら
家
族
全
員
で
引
き
揚
げ
て
き
て
、
実
家
で
の
介

護
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 
母
の
方
は
そ
の
頃
も
ま
だ
病
院
を
転
々
と
し
て
い
ま

し
た
。
自
分
は
癌
だ
と
思
い
込
み
、
腸
に
癌
が
あ
る
の

で
便
が
出
な
い
。
ト
イ
レ
に
行
っ
て
も
「行
っ
て
な
い
」と
、

繰
り
返
し
ト
イ
レ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
病
院
を
移
る

度
に
、
認
知
症
が
進
ん
で
い
る
気
が
し
ま
し
た
。 

                

 

介
護
で
家
庭
が
崩
壊
し
ま
し
た 

  

一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
一
緒
に
介
護
を
し
て
い
た
妻

が
介
護
疲
れ
か
ら
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
、
生
活

が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
時
で
し
た
。 

 

私
自
身
も
脊
椎
管
狭
窄
症
で
入
院
し
、
介
護
で
家

庭
が
崩
壊
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
父
の
豊
寿
園
入
所
の

順
番
が
回
っ
て
き
た
と
き
は
、
本
当
に
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。 

 
 

―
 

平
成
22
年
で
し
た
ね
。
そ
れ
か
ら
2
年
半
後
お
母

様
も
入
所
に
な
り
ま
し
た
ね 

―
 

  

最
後
ま
で
夫
婦
で
別
々
の
生
活
を
す
る
の
か
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
今
両
親
が
一
緒
に
い
ら
れ
る
の
は
、
本
当

に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
父
の
妹
も
昨
年
入
所
と

な
り
、
顔
見
知
り
が
そ
ば
に
い
る
こ
と
は
本
人
た
ち
も

私
た
ち
家
族
に
と
っ
て
も
安
心
で
き
ま
す
。
理
想
的
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

認
知
症
を
理
解
し
て
い
る
人
に
介
護
さ
れ
る
こ

と
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 

 ―
 

上
野
さ
ん
に
と
っ
て
介
護
と
は
？ 

―
 

  

認
知
症
と
い
う
病
気
が
理
解
で
き
な
い
。
認
知
症
に

対
し
ど
う
対
応
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
よ
う

な
状
況
で
は
介
護
は
成
り
立
た
な
い
。
介
護
す
る
者

が
倒
れ
て
し
ま
う
。
家
庭
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
と
思
い

ま
す
。
母
が
入
院
し
て
い
た
病
院
か
ら
、
母
の
頻
回
な

ト
イ
レ
の
訴
え
に
対
し
て
「ど
う
か
し
て
く
だ
さ
い
！
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
豊
寿
園
に
来

て
症
状
が
改
善
し
ま
し
た
。
認
知
症
を
理
解
し
て
い
る

人
に
介
護
さ
れ
る
こ
と
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 

 

介
護
し
て
い
る
と
き
は
、
冗
談
さ
え
も
言
え
な
か
っ
た
。

次
は
何
を
し
な
け
れ
ば
と
常
に
考
え
て
い
て
全
く
余

裕
が
な
い
。
笑
う
余
裕
も
な
い
ん
で
す
よ
。
今
、
両
親

が
職
員
さ
ん
と
冗
談
を
言
っ
て
笑
っ
て
い
る
姿
を
見
て

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

あなたと向き合った日々 

HOUJUEN × Family 

家族会副会長の上野三雄様 

HOUJUEN × Family 
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 今回の福祉一口メモは「地域交流型デイサービス」の紹介です。 

これはデイサービスといっても、一般的な介護保険で運営されているサービスで
はなく、要介護、要支援認定を受けていない自立した65歳以上の方で、閉じこも

りがちなひとり暮らしの方や、要介護状態となる恐れのある方を対象とした北九
州市が行っているサービスです。 
 

 主な内容としては、介護予防プログラム・食事・介護予防につながるレクリエー
ション・健康チェックなどです。 
 

 実施場所は各小学校区にある市民センターです。費用は食費や原材料費等
の実費となります。 
 

 申し込み方法や他詳細は各地域の地域包括支援センターや各区役所高齢
者・障害者相談コーナーにお問い合わせください。 
  
 

 熱中症とは室温や気温が高い中での作業や運動によ
り、体温の調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、
身体がだるい、ひどい時はけいれんや意識の異常など、
様々な症状をおこす病気です。 

 高齢者は体温を下げるなどの体の反応が鈍くなって
おり、自覚がないのに熱中症になる危険があります。
（汗を掻きにくい、暑さを感じにくいなど） 

Ｃａｒｅ Ｍｅｍｏ 

Ｗｅｌｆａｒｅ Ｍｅｍｏ 

地域交流型 
デイサービスをご存知ですか？ 

熱中症にご注意を！ 

知っておくとひょっとしたら役に立つかもしれない介
護や福祉制度についてご紹介します。 

今回は、地域交流型デイサービスと熱中症について
です。 

☆熱中症予防のポイント 
 
・室温28度を超えないようにエアコンや扇風機を上手
に使いましょう。 
・のどが乾いたと感じたら必ず水分補給！ 
・のどが渇かなくてもこまめに水分補給を！ 
・外出の際体を締め付けない服装で、日よけ対策も！ 
・日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを！ 

☆脱水症を見分けるポイント 
 
・食欲がない。 
・頭痛や筋肉痛など体のどこかが痛い。 
・元気がない、居眠りがちである。 
・多弁あるいは無口になった。 
・尿、ヨダレ、痰等の量が減った。 
・便秘になった。 
・微熱が続く。 
・指先が冷たい、青白い。 
・脇の下が乾いている。 
・口の中が乾いている。 
・舌の表面に光感がない。 
・暑いのに汗をかかない。 
・最近、体重が減少した。 

家に閉じこもる事を減らして毎日を楽しく、 
イキイキと暮らしましょう。 

当てはまるポイントがあれば、早めにかかりつけ医に相談しましょう。 

ひ と く ち メ モ 

 また、脱水症状から熱中症を引き起こす場合もありま
すのでご注意ください。 
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豊寿園  アルバム 春から夏にかけて季節を感じに屋外へ。いつもとちがう
場所で、とっておきのお菓子や、飲み物を楽しめばほら
笑顔。ご家族と一緒ならよりいっそう輝きます。 

 ４月には、園内に満開の花を咲かせた桜をたのしみに、
利用者様と職員とで花見を行いました。準備しておいた飲
み物とお菓子、それと少しだけのアルコールを楽しんだあ
とは、満開の桜と一緒に記念撮影です。 

開園記念行事でご家族と 

お買いもの「いくらですか？」 

春風が心地よいピクニック」 

今年も満開の桜の下で記念撮影 

H O U J Y U E N ‘ S  A L B U M 

 ５月には、天候の良い日を選んで敷地内のあずま屋に
ピクニックに。春の心地良い風を浴びながら、みんなで歩
いて向かいます。 
 あずま屋では準備しておいたケーキやプリンなどを楽し
みました。 

 ６月には、豊寿園の開園１７周年の行事として、ご家族を
交えて園芸や軽食を楽しみました。普段とちがうお食事や
ボランティアさんによるひょっとこ踊りや詩舞剣舞が花を添
えてくれますが、何よりもご家族との和やかな時間がごち
そうです。 

 ６月はあいにくの天気で外に出かけられない日も。そん
な時には、園内にお菓子やさんが開店！ 
 園内にいると日頃扱う事の無いお財布を握りしめて、好
きな物を買う楽しみ。 
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地域ぶらり情報 

『 ｋａｄｏｙａ（仮） 』 

  
 北九州市門司区老松町１番１１号 

 

 営業時間 1100～16：00        

 休日 不定期 

 
 
   古きものと新しいものの共存 
   門司港レトロにほど近いところに中央市場がある。入口
の『 CHUOUITIBA 』の大きな看板が貿易で盛んだった頃
の名残を感じさせる。アーケード内はシャッターが閉まっ
た店が多いが、大正8年に日用品市場が始まりの門司最
大の公設市場で、昭和33年に関門トンネルが開通したと
きにアーケードが作られた、歴史がある市場だ。アーケー
ドのちょうど中央に位置するところに今回紹介する『 ｋａｄ
ｏｙａ（仮） 』がある。 
 オーナーの梶田さん（yebisu  craft）は、もっと中央市
場に住んで、商売して、暮らして欲しい！もっとみんなに
興味を持ってもらいたいという思いで、活動している。5年
前に花屋の後を自ら改装し『かどや』をopenする。シャッ
ターが閉まる数だけ、リノベーションし新しいお店を開き盛
り上げていきたいと頑張っており、中央から奥のアーケー
ドには内装を手掛けた店がいくつかopenしている。 
 『 ｋａｄｏｙａ（仮） 』の、現在の店長は、４人のお子さんを
育てている稲田さん。子育てをしながらお店をしているの
で、休日は不定期。お店に行ってみたらお休みってことも
ありますが、Ｏｐｅｎしていたら、なんだか今日はlucky☆っ
て気分になれる。（一応、入口に営業日が記したカレンダ
ーが貼ってあります。） 
 店長のおすすめは、ナポリタンと手作りのマフィンとスコ
ーン。私はミックス味のスコーンがお気に入り。レトロ散策
後は『 ｋａｄｏｙａ（仮） 』で、ゆっくりした時間を過ごしてみ
てはいかがですか？ 

古き歴史と共存し・・・ 

あとがき   

 日本中で燃え上がるはずだったブラジルワールドカッ
プの夏は、日本代表のグループリーグ敗退という残念
な結果で、あっという間に終わってしまいました。 

 豊寿園では、観戦に熱中しすぎて遅刻するような職
員は一人も出ることなく、ひと安心しました。 

 ブラジルの反対側の日本には本当の夏が到来しそう
なこの頃も、豊寿園では平成26年度広報委員を中心に、
様々な広報の取り組みを検討しています。 

 まず、今号からは広報誌の雰囲気を少し見直し、表
紙には豊寿園の未来を担う若手職員を紹介するように
しました。今回登場した岡崎さんの他、次号以降も順番
に登場してもらいます。勤務中とは違う表情に親しみを
感じていただければ幸いです。 

 その他にも様々な事を計画中ですので、今後も目が
離せない？豊寿園の取り組みをどうぞお楽しみに。 
 
               平成26年度広報委員 森英樹 

今回のCOVER GIRL 

発行日：平成26年07月15日 
発行元：日赤豊寿園 広報委員会 
編 集：平成26年度日赤豊寿園広報委員 

表紙撮影：城戸匡美(ｹｱﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰ管理者) 
表紙職員：岡崎聖水(2階介護職員) 
撮影場所：ｋａｄｏｙａ(仮) 

所在地：〒800-0112 北九州市門司区大字畑1808-5 
    TEL 093-481-1121 FAX 093-481-5678 
    Email info.houjyu.jrc@cnc.bbiq.jp 

今回表紙を飾っ
てくれたのは、 

２階介護職員の、
岡崎聖水(おか
ざきまさみ)さん
です。 

島根県出身で入
職２年目の若手
職員です。 

緊張しながらも、
写真担当の城戸
さんと一緒に撮
影にでかけてく
れました。 

https://www.bing.com/maps/default.aspx?v=2&pc=FACEBK&mid=8100&rtp=adr.~pos.33.9462175663_130.968314675_%E3%82%AB%E3%83%89%E3%83%A4%EF%BC%88%E4%BB%AE%EF%BC%89_%E7%A6%8F%E5%B2%A1%E7%9C%8C%E5%8C%97%E4%B9%9D%E5%B7%9E%E5%B8%82%E8%80%81%E6%9D%BE%E7%94%BA1%E7%95%AA11%E5%8F%B7&cp=33.9462175663~130.968314675&lvl=16&sty=r&rtop=0~0~0~&mode=D&FORM=FBKPL1&mkt=ja-JP
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Ｍ ｏ ｒ ｅ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ 

ちかくにあることを意識しはじめると、もっともっとちかづいてみたく
なる。ちかくで見るときっとあたらしいことを発見する。 

 5月15日、ご近所の新門司保育所の園児さんと交流会を行いました。今年度初めての交流会で、少し遅くなった端午の
節句のお祝いを兼ねての催しでした。 
園児さんのかわいいお遊戯を見せていただいた後は、手遊びなどをとおして触れ合いを楽しんでいただきました。 

新門司保育所交流会 

 6月11日、北九州市立小森江東小学校で赤十
字救急法の講習を、坂根係長と、荒木係長の2名
で実施してきました。受講者は小学校の教員とＰ
ＴＡ役員の方々24名でした。 
心肺蘇生用のデモ人形やＡＥＤのトレーニング機
器を使い60分という短い時間でしたが、みなさん
真剣な表情で取り組まれました。 

 5月17日赤十字統一ボランティアデイの活動とし
て、門司港レトロ地区の清掃活動を行いました。 
今年度も北九州赤十字看護奉仕団じゅんの会の
皆さんと、豊寿園の職員、家族を合わせた、総勢
３０名で行いました。約２時間の清掃活動でしたが、
軽自動車に乗りきらないほどの量のごみが集まり
ました。 

門司港レトロ清掃活動 小森江東小学校で講習会 



    JAPANESE RED CROSS 

SOCIETY FUKUOKA 

PREFECTURAL CHAPTER 

THE SPECCIAL NURSING HOME 

HOUJUEN  

 Ｗｅ are volunteer 

 

豊
寿
園
で
活
躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
紹
介
す
る
こ

の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
門
司
区
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

一
期
会
さ
ん
の
お
茶
会
を
紹
介
し
ま
す
。 

  
 

 

こ
の
活
動
は
、
豊
寿
園
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
６
月
か
ら
始

ま
っ
た
活
動
で
す
。
活
動
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

た
ち
は
、
一
期
会
の
八
坂
会
長
が
講
師
を
務
め
ら
れ
た
、

傾
聴
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
々
で
す
。 

 

で
も
、
実
際
に
傾
聴
活
動
を
行
お
う
と
し
た
時
に
、
た
だ

お
話
す
る
だ
け
で
は
利
用
者
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

う
ま
く
い
か
な
い
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
八
坂
会
長
の
発
案
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
中

で
お
茶
の
先
生
を
な
さ
っ
て
い
る
方
が
い
た
の
を
ヒ
ン
ト
に
、

お
抹
茶
を
提
供
し
場
が
和
ん
だ
と
こ
ろ
で
利
用
者
様
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
お
茶
の
先
生
が
お
抹
茶
を
点
て
て
、
そ
れ
を
他

の
メ
ン
バ
ー
が
利
用
者
様
に
お
渡
し
し
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。 

 

先
生
の
お
点
前
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
利
用
者
様
は
、

「私
も
お
茶
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
」と
先
生
と
代
わ
っ
て
お

点
前
を
披
露
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に

な
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
中
は
お
茶
の
良
い
か
お
り
が
立
ち

込
め
て
、
居
心
地
の
良
い
空
間
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

場
が
和
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
利
用
者

様
の
そ
ば
に
寄
り
添
い
、
昔
話
や
、
ご
家
族
の
こ
と
な
ど
、

思
い
思
い
の
お
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
活
動
は
、
今
後
も
定
期
的
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。 



FRUIT  FULL TREE 

Ｖ Ｏ Ｌ    2 3 

門
司
み
な
と
祭
り
参
加 

門
司
区
赤
十
字
奉
仕
団
と
門
司
区
青
少
年
赤
十
字
加
盟
校
と
の
共
同
参
加 

 
 

「
門
司
み
な
と
祭
り
」
に
出
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
、
平
成
17
年
9
月
に
門
司
区
赤

十
字
奉
仕
団
委
員
長
に
就
任
し
、
「
高
齢
化
に

よ
る
社
員
の
減
少
」
や
住
民
の
方
た
ち
の
自
治

会
離
れ
な
ど
で
、
「
赤
十
字
募
金
が
何
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
」
「
赤
十
字
っ
て
な
ぁ
に
？
」
な
ど

の
声
も
聞
か
れ
、
地
域
の
方
た
ち
に
も
っ
と
赤

十
字
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
Ｐ
Ｒ
が
必
要

と
考
え
ま
し
た
。
平
成
18
年
か
ら
赤
十
字
の
思

想
と
普
及
の
広
報
活
動
に
焦
点
を
絞
り
、
さ
っ

そ
く
奉
仕
団
員
の
全
面
協
力
を
い
た
だ
き
て
、

大
勢
が
集
ま
る
「門
司
み
な
と
祭
り
パ
レ
ー
ド
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
目
立
つ
衣
装
（
初
め
は
ナ
ー

ス
の
衣
装
）を
み
ん
な
で
作
り
、
身
近
に
地
域
の 

 
 

平
成
26
年
5
月
25
日
（日
）に
、
門
司
区
赤
十
字
奉
仕
団
と
門
司
区
の

青
少
年
赤
十
字
加
盟
校
の
藤
松
小
学
校
の
み
な
さ
ん
と
、
第
71
回
門
司
み

な
と
祭
り
の
祝
賀
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

門
司
み
な
と
祭
り
は
、
昭
和
９
年
に
第
１
回
が
開
か
れ
、
日
本
三
大
み

な
と
祭
り
（横
浜
・神
戸
・門
司
）と
ま
で
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
を
み
せ
る

港
都
門
司
の
長
い
歴
史
の
あ
る
伝
統
行
事
で
す
。 

 

今
回
、
門
司
区
赤
十
字
奉
仕
団 

武
内
幸
子
委
員
長
よ
り
、
門
司
み
な

と
祭
り
パ
レ
ー
ド
参
加
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

先頭は 
藤松小学校 

門司区赤十字奉仕団 
武内 幸子委員長 
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方
に
笑
顔
で
声
を
か
け
る
こ
と
で
、
し
っ
か
り 

と
手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

平
成
20
年
か
ら
３
年
間
、
赤
十
字
奉
仕
団
モ

デ
ル
事
業
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
頃
か

ら
門
司
区
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
豊
寿
園

さ
ん
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し 

た
。
こ
れ
は
私
た
ち
奉
仕
団
に
と
っ
て
何
よ
り

も
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。
毎
年
５
月
の
「
門
司

み
な
と
祭
り
パ
レ
ー
ド
」
は
、
年
に
一
度
の
晴
れ

舞
台
で
す
。
地
域
の
多
く
の
方
た
ち
が
応
援
に

や
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
沿
道
の
方
た
ち
の
中

に
は
奉
仕
団
員
一
人
一
人
に
知
っ
た
顔
が
あ
り
、

花
束
や
声
援
が
た
く
さ
ん
飛
び
ま
す
。
「
私
も

入
っ
と
る
よ
」
「
頑
張
っ
て
」
と
。
私
た
ち
も
「
献

血
お
願
い
し
ま
す
」
「
赤
十
字
で
す
」
「
募
金
も

よ
ろ
し
く
」と
。
豊
寿
園
さ
ん
は
園
の
忙
し
い
仕

事
の
合
間
に
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
本
当
に

感
謝
で
す
。
高
齢
者
の
多
い
沿
道
に
は
、
赤
十

字
な
ら
安
心
と
い
う
方
も
多
く
、
豊
寿
園
さ
ん

へ
の
期
待
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
豊
寿
園
さ

ん
と
奉
仕
団
と
青
少
年
赤
十
字
加
盟
校
の
学

校
と
一
緒
に
参
加
で
き
、
本
当
に
心
強
く
感
じ 

ま
す
。 

 

門
司
区
の
青
少
年
赤
十
字
加
盟
校
は
小
学

校
、
中
学
校
が
、
も
う
少
し
で
公
立
校
が
全
加

盟
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
保
育
園
、
高
等
学

校
な
ど
も
加
盟
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
毎
年
更

新
し
て
い
く
こ
と
で
、
「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行

す
る
」
と
い
う
態
度
目
標
を
身
に
着
け
、
将
来

素
晴
ら
し
い
門
司
区
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
子
供
た
ち
の
学
習
を
助
け
、
施
設
で
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
も
、
豊

寿
園
さ
ん
が
あ
る
か
ら
で
す
。
地
域
奉
仕
団
も
、

豊
寿
園
さ
ん
に
講
師
を
依
頼
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
で
、
学
習
に
行

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し

い
地
域
に
住
ん
で
、
世
界
の
赤
十
字
と
繋
が
り
、

学
習
で
き
る
こ
と
を
倖
せ
に
感
じ
、
も
っ
と

も
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
く
て
は
と
思
っ
て 

い
ま
す
。 
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あなたと向き合った日々 

ひとくちメモ 

豊寿園アルバム 

地域ぶらり情報 

編集後記 

もっとクロス！計画 

WE are volunteer 

特集 門司みなと祭り 
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豊 か な 樹 


